
６６
月月
定定
例例
会会
はは
、、
６６
月月
４４
日日

にに
招招
集集
ささ
れれ
１１７７
日日
まま
でで
のの
１１４４
日日

間間
のの
会会
期期
でで
開開
かか
れれ
まま
しし
たた
。。

幸幸
田田
町町
税税
条条
例例
のの
一一
部部
改改
正正

のの
単単
行行
議議
案案
６６
件件
がが
上上
程程
ささ
れれ
、、

原原
案案
どど
おお
りり
可可
決決
しし
まま
しし
たた
。。

そそ
のの
他他
、、
請請
願願
１１
件件
、、
陳陳
情情
２２

件件
をを
審審
議議
しし
、、
１１
件件
をを
採採
択択
しし

まま
しし
たた
。。

まま
たた
、、
平平
成成
１１９９
年年
度度
繰繰
越越
明明

許許
計計
算算
書書
２２
件件
のの
報報
告告
書書
がが
提提

出出
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

議議
員員
提提
出出
議議
案案
とと
しし
てて
農農
業業

委委
員員
会会
委委
員員
のの
推推
薦薦
なな
どど
２２
件件

がが
提提
出出
ささ
れれ
可可
決決
しし
まま
しし
たた
。。

一一
般般
質質
問問
でで
はは
、、
８８
人人
がが
当当

面面
すす
るる
町町
政政
のの
問問
題題
をを
たた
だだ
しし

まま
しし
たた
。。

町
税
条
例
の

一
部
改
正

個
人
の
税
の
一
部
を
個
人
が

育
っ
た
ふ
る
さ
と
な
ど
に
寄
附

を
お
こ
な
う
と
、
現
在
住
ん
で

い
る
市
区
町
村
の
住
民
税
や
所

得
税
が
軽
減
さ
れ
る
。

Q
寄
附
先
は
ど
こ
で
も
良
い

か
。

A
全
て
の
都
道
府
県
、
市
区

町
村
が
対
象
で
、
出
身
地
に

関
係
な
く
、
自
由
に
選
べ
る
。

Q
税
金
の
軽
減
さ
れ
る
時
期

は
。

A
所
得
税
は
寄
附
し
た
年
に
、

個
人
住
民
税
は
翌
年
度
に
軽

減
さ
れ
る
。

Q
町
に
与
え
る
影
響
は
。

A
他
の
市
町
か
ら
の
転
入
者

が
多
く
、
税
収
は
マ
イ
ナ
ス

と
予
測
さ
れ
る
。

（
反
対
２
賛
成
１３
で
可
決
）

町
営
住
宅
へ
の

暴
力
団
員
の

入
居
を
制
限

Q
入
居
後
、
暴
力
団
員
と
わ

か
っ
た
時
は
。

A
他
の
入
居
者
お
よ
び
周
辺

住
民
の
安
全
の
た
め
、
住
宅

の
明
渡
し
を
請
求
す
る
。

Q
愛
知
県
警
に
意
見
を
聞
く

こ
と
も
あ
る
が
、
個
人
情
報

は
守
ら
れ
る
か
。

A
決
め
ら
れ
た
職
員
で
対
応

し
て
い
く
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

国
保
税
も

年
金
か
ら

天
引
き

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改

正
で
、
後
期
高
齢
者
支
援
等
課

税
額
が
新
設
さ
れ
、
国
保
税
も

年
金
か
ら
の
天
引
き
が
新
た
に

は
じ
ま
る
。
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Q
支
援
金
の
新
設
で
税
額
は

上
が
る
の
か
。

A
全
体
の
税
額
は
同
じ
で
、

加
入
者
の
負
担
も
変
わ
ら
な

い
。

Q
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
は

い
つ
か
ら
か
。
対
象
世
帯
は
。

A
平
成
２０
年
１０
月
か
ら
始
ま

る
。
６５
歳
か
ら
７４
歳
以
下
の

国
保
世
帯
約
６０
世
帯
で
あ
る
。

Q
全
員
年
金
か
ら
の
天
引
き

か
。

A
口
座
振
替
え
を
し
て
い
る

世
帯
は
対
象
外
と
な
る
。

（
反
対
２
賛
成
１３
で
可
決
）

審審
議議
ささ
れれ
たた

他他
のの
議議
案案

○
幸
田
町
監
査
委
員
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

○
幸
田
町
都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

○
幸
田
町
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て（

全
員
賛
成
で
可
決
）

請請
願願
・・
陳陳
情情

○
国
の
地
方
機
関
の
見
直
し
等

に
つ
い
て
の
意
見
書
の
採
択

を
求
め
る
請
願
書

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

○
自
主
共
済
制
度
の
保
険
業
法

の
適
用
除
外
を
求
め
る
意
見

書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

（
反
対
１３
賛
成
２
で
不
採
択
）

○
住
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
格
差

の
是
正
、
働
く
ル
ー
ル
の
確

立
、
平
和
な
世
界
の
実
現
な

ど
を
求
め
る
陳
情
書

（
反
対
１３
賛
成
２
で
不
採
択
）

議議
員員
提提
出出
議議
案案

○
基
幹
農
業
水
利
施
設
の
整
備

等
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て（全

員
賛
成
で
可
決
）

○
幸
田
町
農
業
委
員
会
委
員
の

推
薦
に
つ
い
て

議
会
推
薦
の
農
業
委
員
会
委
員

小
野

利
勝

（
荻
区
）

近
藤

香
代
子
（
里
区
）

長
谷

秀
美

（
桐
山
区
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

６
月
定
例
会
か
ら
一
般
質
問

に
一
問
一
答
方
式
を
導
入
し
、

従
来
の
一
括
方
式
と
の
選
択
制

と
し
た
。

Q
一
括
方
式
と
一
問
一
答
方

式
の
比
較
は
。

A
一
括
方
式
は
、
一
括
で
質

問
・
答
弁
を
お
こ
な
い
、
再

質
問
は
２
回
ま
で
。
一
問
一

答
方
式
は
、
質
問
・
答
弁
回

数
は
無
制
限
と
な
る
。
持
ち

時
間
は
答
弁
時
間
を
含
め
一

時
間
で
す
。

Q
質
問
席
は
ど
こ
で
。

A
議
員
席
の
最
前
列
中
央
を

質
問
席
と
し
、
理
事
者
と
対

面
す
る
形
で
す
。

Q
一
問
一
答
方
式
の
メ
リ
ッ

ト
は
。

A
質
問
ご
と
に
答
弁
を
得
る

た
め
、
議
論
が
深
ま
り
、
傍

聴
者
に
も
、
内
容
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
ら
れ
る
。
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